
おもやい通信 Vol.60

NAGASAKI UNIV.

60Vol.2024.11－おもやい通信－

NEWS LETTER
長崎大学 ダイバーシティ推進センター

市民公開講座「海洋分野における働き方の未来」

ダイバーシティ推進学習プログラムSDセミナー 1月・２月も開催！

文教おもやい保育園 園児募集

回 実施日時 テーマ 講師
実施方
法

備考

第9回
1月29日（水）

16:00-17:30
（仮）大学のハラスメント

北仲千里 氏
広島大学ハラスメント相談室 准教授

Zoom 学内限定

第10回
2月27日（木）
14:00-15:30

仕事とライフイベントの両立セミナー
「がんを経験した看護師が

気付いて築いたおしごとのはなし」

柴田敦巨 氏
株式会社 猫舌堂 創設者ブランドマネージャー

Zoom
一般参加

OK

－詳しくは後日ご案内します－

◆利用予約制があります
令和4年度より、0歳児クラスの保育の予約制を
導入し、教職員が出産後も安心して仕事や研究
に専念できる環境を整えています。
申込対象者等の詳細は、ダイバーシティ推進セン
ターHPをご覧下さい。

◆募集人数＜令和6年１２月1日時点＞
・0歳児クラス・・・・0名
・1歳児クラス・・・・３名
・2歳児クラス・・・・１名
・3歳児クラス・・・・1名
・4歳児クラス・・・・１名
・５歳児クラス・・・・０名

文教おもやい保育園では、現在、園児を募集しています。保育園の見学をご希望の方
は、お気軽にダイバーシティ推進センターまでお問い合わせ下さい。

本センターでは下記の通り、日本水産学会九州支部との共催で「海
洋分野における働き方の未来」を開催いたします。
本講座では、海が抱える海洋汚染や地球温暖化などによる海洋資源

の毀損、さらには漁業の担い手不足という課題に対して、海の豊かさ
を守りながら私たちが生きていくために、海の仕事にどのような未来
を描いたらいいか一緒に考えます。どなたでも参加できます。
講師には、「一年漁師」「女性漁師の活躍」「漁師の育休」などの

先進的な取組でメディアにも多く取り上げられている、雲仙市の株式
会社天洋丸代表取締役社長の竹下千代太様をお招きし、海洋分野にお
ける働き方の未来についてお話をいただきます。
皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

対 象：大学教職員、学生、一般の方々
参加費：無料
登壇者：㈱天洋丸 代表取締役社長 竹下千代太氏、

長崎鶴洋高等学校 教諭 荒川和美氏 ほか
内 容：チラシをご覧ください。
共 催：日本水産学会九州支部
後 援：長崎県、長崎市、雲仙市、ながさきBLUEエコノミー

詳細＆申込

開催日時：2024年12月15日（日）10：30～12：30
開催場所：長崎大学文教キャンパス 文教スカイホール

https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp/omoyai_nursery_school/
https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp/omoyai_nursery_school/
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「出産・育児のABC」をご存知ですか？ 第9回 長崎大学未来に羽ばたく女性研究者賞
受賞者研究発表会および授与式

図書紹介

共通テスト時の一時保育のご案内

長崎大学で働く、常勤職員・非常勤職員に対して、不妊治療・
出産・育児の際の休暇制度について記載されています。

出産・育児に関するフローチャート、
父親・母親の出産・休暇スケジュール管理表（右下図） 、
妊娠・出産に関する支援制度等を記載しています（P１０）
出産・育児のABC_20231212

↓
制度をご利用の際は、各部局人事・労務担当者へ
お問合せください。

1月1８日（土）、1９日（日）に実施される大学入学共通
テストの業務に携わる教職員を対象に、お子さまの一
時保育（無料）を行います。
一時保育の利用をご希望の方は、【１２月１３日（金）】

までに、申込書に必要事項を記載のうえ、センターへお
申込みください。
詳細については、１１月18日に通知したメール・教職

員ポータルをご覧ください。

今年度は研究者賞・奨励賞８件、今回から新設した次世
代賞に１件の応募がありました。厳正な審査の結果、3名
を選出いたしました。受賞者の研究発表会および授与式
を以下のとおり開催いたします。
どなたでも参加いただけます。是非お越しください。

優秀女性研究者賞

原爆後障害医療研究所

准教授 松永 妃都美

優秀女性奨励賞

医歯薬学総合研究科(薬学系）

助教 相原 希美

優秀次世代女性研究者賞

大学院水産・環境科学研究科
博士課程3年 王 奕寧

【日時】 令和6年１2月23日（月）1４:30～15:45

【場所】 文教スカイホール

センターに届いた書籍を紹介します。
岩波書店編集部編『研究者、生活を語る
「両立」の舞台裏』（岩波書店、2024年）

研究者が自分の研究について語るこ
とはあっても、自分の生活について公
の場で語ることはあまりないかもしれ
ません。
本書は、さまざまな研究分野の研究者

が、育児や介護など家族のケアと、研究、
教育、細かな業務をどんなふうにやりく
りしながら日々を暮らしてきたのか、リ
アルな姿を語っています。本学の源城か
ほり先生（工学部）、福山隆雄先生（教育
学部）がご自身の経験について執筆さ
れています。
研究者の多様な生き方が見える一冊

です。

アレックス・ジーノ著・島村浩子訳
『リックとあいまいな境界線』（偕成社、2023年）

11月6日に開催した、当センター主催の
「ダイバーシティ推進学習プログラム」SDセ
ミナーのタイトルは、「アロマンティックやア
セクシュアルを知る ～一人ひとりができる
こと、大学ができること～」でした。
このセミナーでは、恋愛や性愛の当り前を

問い直しました。
「好きな人はいる？」「付き合っている人い

る？」という質問に対して、「恋愛に興味が
ない」「好きな人ができたことがない」と返事
があったら、皆さんはどんなふうに返します
か。「まだ本当に好きな人に出会ったことが
ないんだよ」「人間に興味がないんじゃな
い？」というふうな返答でしょうか。

なぜ、私たちは「恋愛に興味がない」ことをそのままに受け止められ
ないのでしょうか。このセミナーでは、講師にＡｓ Ｌｏｏｐ（アロマン
ティック・アセクシュアルに関する情報発信や調査を行っている団体）
の2人、三宅大二郎さんと、中村健さんを迎えて、恋愛や性愛感情を持
つことが当り前だとする社会のあり方を問うとともに、一人ひとりの
感情のあり方、多様な親密な関係のあり方が大事にされる大学をどの
ようにつくっていくかを考えました。
さて、この『リックとあいまいな境界線』は、講師の中村さんが解説を

執筆されています。恋愛に興味のない中学生の主人公が、自分を受け
止めてくれる仲間や家族の中で、自分らしく生きられるようになる物
語です。児童書ですが、子どもだけではなく、大人が読んでも、感じた
り、考えたりすることがたくさんあります。

研究発表会および授与式

参加を希望される方は、 12/16（月）までに当センターへ
ご連絡ください。

https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp/wp-content/uploads/2024/01/ikuji-handobook-ABC_2023_new.pdf

	スライド番号 1
	スライド番号 2

